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研究成果概要

Ⅰ　企画情報部



研究課題名：中山間地域に人々が集う脱温暖化の『郷（さと）』づくり
担 当 部 署 :企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名 :藤山　浩・藤田容代

予 算 区 分 :科学技術振興機構研究開発プロジェクト

研 究 期 間 :平成 20 ～ 24 年度
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研究課題名：“住民主動 ”のコミュニティ運営　～安全・安心を突破口としたプログラム構築～
担 当 部 署 :企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名 :勢川洋之

予 算 区 分 :県単

研 究 期 間 :平成 22 ～ 24 年度

図－１　防災福祉コミュニティのイメージ
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研究課題名：中山間地域における次世代型交通システム（新たな主体、エネルギー源、拠点施設、
広域交通の参入設計）

担 当 部 署 :企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名 :藤山　浩

予 算 区 分 :県単

研 究 期 間 :平成 22 ～ 24 年度
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研究課題名：次世代を支える地域経済循環手法についての研究
担 当 部 署 :企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名 :有田昭一郎

予 算 区 分 :県単

研 究 期 間 :平成 22 ～ 24 年度
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単位：万円

地産地消
可能額

（パターン２）
各品目計

①夫婦のみ
世帯（65歳未
満の者を含
む）

②夫婦のみ
世帯（構成
員は65歳以
上のみ）

③夫婦と子
供からなる
世帯

④ひとり
親世帯

⑤核家族以
外の世帯

⑥単独世帯
（65歳未満）

⑦単独世帯
（65歳以上）

米、粉、雑穀 1,554 142 657 120 31 222 75 307
パン 1,489 152 394 196 118 363 80 184
めん類 997 85 232 175 26 325 45 108
生鮮野菜・キノコ 2,476 200 672 374 117 693 106 314
野菜加工製品 1,968 132 671 226 136 420 69 313
果物 1,259 53 419 182 44 336 28 196
お菓子 3,175 251 872 428 292 793 132 407
総菜おかず・弁当・ﾃｲｸｱｳﾄ 2,878 287 941 281 258 521 151 439

燃
料

木質系エネルギー
（暖房、給湯）

2,599 241 1,178 131 131 242 127 550

18,394

食
料

地産地消可能額（パターン２）計
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研究課題名：多様な主体，手法による土地活用プログラムの開発
担 当 部 署 :企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名 :安部　聖

予 算 区 分 :県単

研 究 期 間 :平成 22 ～ 24 年度
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研究課題名：地域マネジメント法人に関する調査研究
担 当 部 署 :企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名 :神田直子・原　裕美

予 算 区 分 :県単

研 究 期 間 :平成 22 ～ 24 年度
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研究課題名：地元の暮らしを支える複合的な事業連携・組織化の仕組みづくり
　　　　　　地域情報共有のシステムづくり
担 当 部 署 :企画情報部　地域研究スタッフ

担 当 者 名 :勢川洋之・神田直子・藤山　浩・有田昭一郎・安部　聖・藤田容代

予 算 区 分 :中国地方中山間地域振興協議会（中国地方知事会共同研究）

研 究 期 間 :平成 24 ～ 26 年度
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研究成果概要

Ⅱ　農林技術部



研究課題名：山間地における水稲作況試験
担 当 部 署 :農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名 :松本樹人

予 算 区 分 :県単

研 究 期 間 :昭和 51 ～平成 28 年度

品　種 播種期 移植期
(月.日)(月.日) 基肥 追肥

Ｎ Ｐ Ｋ 量 量 施用日 量 施用日 量
コシヒカリ  4.10 5.01 5.1 10 11.6 2.5 2.6 7.15 1.3 7.25 1.3

施　　肥
全施用量 Ｎ施用(kg/10a)
(各成分) 穂肥Ⅰ 穂肥Ⅱ
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研究課題名：きのこの食品安全性確保と安全生産技術の開発
担 当 部 署：農林技術部　資源環境グループ・森林保護育成グループ

担 当 者 名：冨川康之・林　晋平・福井修二・陶山大志

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 22 ～ 24 年度
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研究課題名：中山間地域の売れる物づくり
担 当 部 署 :農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名 :稲田　修・松本樹人

予 算 区 分 :県単

研 究 期 間 :平成 22 ～ 24 年度
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研究課題名：島根の中山間地域に適応した耕作放棄地対策
担 当 部 署 :農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名 :西　政敏・冨川康之・山根　尚・帶刀一美　

予 算 区 分 :県単

研 究 期 間 :平成 22 ～ 23 年度
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研究課題名：東西放牧による周年放牧の実証
担 当 部 署 :農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名 :山根　尚

予 算 区 分 :県単（シーズ蓄積型）

研 究 期 間 :平成 24 年度
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研究課題名：水稲育苗用培土としての竹の利用技術の開発（省力・軽労化 )
担 当 部 署 :農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名 :松本樹人

予 算 区 分 :県単（シーズ蓄積型）

研 究 期 間 :平成 24 年度
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SPAD

圧力 時間

(kg/cm2) （分）
側の崩れ
やすさ

持ち上げ
られるか

6.4 5 3 1
6.4 10 2 1
6.4 20 1 1
12.8 5 2 1

結果

マット及
び培土

調整
培土

種 覆土 灌水 箱
実測
重量

排出し
た水

排出水
割合

試作区１ 237 333 40 500 666 260 1555 481 72%

試験区

試作区２ 224 333 40 500 666 260 1590 433 65%
対照区 1330 0 40 500 666 260 2565 231 35%

葉齢 草丈 葉色試験区

試作区１　　　　　　　　2.02　　　　14.2　　　　27.0
試作区２　　　　　　　　2.02　　　　12.1　　　　26.6
対照区　　　　　　　　　2.05　　　　16.1　　　　27.5
試作区１発芽遅れ 1.62　　　　　6.6　　　　26.1
試作区２発芽遅れ 1.32　　　　　7.0　　　　25.1
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研究課題名：草本燃焼灰の抽出残渣が水稲止葉のケイ酸含量に及ぼす影響
担 当 部 署 :農林技術部　資源環境グループ

担 当 者 名 :松本樹人

予 算 区 分 :県単（シーズ蓄積型）

研 究 期 間 :平成 24 年度
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元肥 追肥 対照 元肥 追肥 対照

出穂後21日 出穂後36日出穂後21日 出穂後36日

稈長 穂長 穂数

元肥区 71 73 ± 3 52 16 25 ± 0 99 15 50 ± 0 50元肥区 71.73 ± 3.52 16.25 ± 0.99 15.50 ± 0.50

追肥区 70.42 ± 1.67 17.83 ± 0.62 13.67 ± 1.80

対照区 72.00 ± 2.50 17.33 ± 0.80 15.00 ± 3.42

数値は平均値±標準誤差（n=6）数 標 誤

元肥区 追肥区 対照区

1株籾数 744 2 87 8 624 8 77 2 874 8 315 91株籾数 744.2 ± 87.8 624.8 ± 77.2 874.8 ± 315.9

1穂籾数 46.9 ± 5.0 45.2 ± 5.1 50.8 ± 8.5

1穂整粒数 447.5 ± 111.7 391.2 ± 49.1 193.5 ± 74.0

1株整粒重（ｇ） 9.7 ± 2.6 8.2 ± 1.1 4.0 ± 1.6

登熟歩合 60.5 ± 13.8 62.8 ± 4.9 24.9 ± 10.0

千粒重（ｇ） 21.8 21.1 20.9

数値は平均値±標準誤差（n=6）
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研究課題名：イノシシの保護管理と被害対策のモニタリング調査
担 当 部 署 :農林技術部　鳥獣対策グループ

担 当 者 名 :菅野泰弘・金森弘樹

予 算 区 分 :中山間ふるさと水と土基金

研 究 期 間 :平成 24 ～ 28 年度
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研究課題名：ニホンジカの保護管理と被害対策のモニタリング調査
担 当 部 署 :農林技術部　鳥獣対策グループ

担 当 者 名：金森弘樹・澤田誠吾・菅野泰弘

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 24 ～ 28 年度

－ ��－



－ ��－



研究課題名：集落をサルの餌場にしない取り組みと地域一体となった被害対策の実証モデルの検証
担 当 部 署 :農林技術部　鳥獣対策グループ

担 当 者 名 :澤田誠吾

予 算 区 分 :中山間ふるさと水と土基金

研 究 期 間 :平成 21 ～ 24 年度
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研究課題名：ツキノワグマの特定鳥獣保護管理計画のモニタリング調査
担 当 部 署 :農林技術部　鳥獣対策グループ

担 当 者 名 :澤田誠吾

予 算 区 分 :中山間ふるさと水と土基金

研 究 期 間 :平成 24 ～ 28 年度
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図－１　2012 年度の捕獲個体の年齢構成
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WWF

WWF

研究課題名：クマをはじめとする野生動物との軋轢軽減へ向けての地域一体となった取り組み
　　　　　　－島根県の中山間地域が抱える諸問題に着目して－
担 当 部 署 :農林技術部　鳥獣対策グループ・西部農林振興センター・WWF ジャパン

担 当 者 名 :澤田誠吾・大谷浩章・荒金耕平・那須嘉明

予 算 区 分 :外部資金（WWF ジャパン）

研 究 期 間 :平成 24 年 7 月～ 28 年 7 月

－ ��－



－ ��－



M:¥01 ¥03 ¥08 ¥ ¥H24¥H24_ _ 20120117 .docx

研究課題名：アライグマ根絶のための生息実態の把握
担 当 部 署 :農林技術部　鳥獣対策グループ

担 当 者 名 :菅野泰弘・金森弘樹

予 算 区 分 :県単（シーズ蓄積型研究）

研 究 期 間 :平成 24 年度
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研究課題名：森林病害虫等防除事業－松くい虫成虫発生調査・ナラ枯れ被害発生状況調査－
担 当 部 署 :農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名 :林　晋平

予 算 区 分 :県単

研 究 期 間 :平成 9年度～
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研究課題名：森林被害のモニタリングと管理技術に関する研究
担 当 部 署 :農林技術部　森林保護育成グル－プ

担 当 者 名 :陶山大志・林　晋平

予 算 区 分 :県単

研 究 期 間 :平成 15 年度～
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研究課題名：広葉樹における再生技術の検討
担 当 部 署 :農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名 :岩田若奈

予 算 区 分 :県単

研 究 期 間 :平成 24 年度
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研究課題名：荒廃した防災林の効率的な再生手法の開発
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：山中啓介・林　晋平

予 算 区 分：県単

研 究 期 間：平成 24 ～ 26 年度
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4月 8月
ｼｷﾐ 77 100 0
ｾﾝﾀﾞﾝ 69 100 0
ﾘｮｳﾌﾞ 100 100 8
ｱﾌﾞﾗｷﾞﾘ 0 100 15
ｴﾉｷ 100 100 15
ﾈｽﾞﾐﾓﾁ 100 100 15
ｱｶﾏﾂ 0 100 23
ｴｺﾞﾉｷ 92 100 23
ｹﾔｷ 100 100 31
ｼﾛﾀﾞﾓ 54 100 31
ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ 100 100 38
ﾀﾌﾞﾉｷ 100 100 100

樹種
食害率(%) 枯死率

(%)

所在地 優占階層 優占種 優占種 優占種

江津市後地町 ① 亜高木層 10 ｸﾛﾏﾂ 75 ﾊｾﾞﾉｷ 15 ﾊｾﾞﾉｷ

江津市後地町 ② 亜高木層 0  － 40 ﾊｾﾞﾉｷ 80 ﾊｾﾞﾉｷ

江津市後地町 ③ 亜高木層 0  － 80 ﾊｾﾞﾉｷ 40 ﾊｾﾞﾉｷ

江津市後地町 ① 亜高木層 0  － 3 ﾊｾﾞﾉｷ 7 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ

江津市後地町 ② 低木層 0  － 3 ﾊｾﾞﾉｷ 10 ﾄﾍﾞﾗ

江津市後地町 ③ 亜高木層 0  － 7 ﾊｾﾞﾉｷ 50 ﾄﾍﾞﾗ

浜田市三隅町湊浦 ① 低木層 20 ｸﾛﾏﾂ 30 ﾆｾｱｶｼｱ 80 ﾄﾍﾞﾗ

浜田市三隅町湊浦 ② 低木層 0  － 7 ｸﾛﾏﾂ 70 ﾊｾﾞﾉｷ

浜田市三隅町湊浦 ③ 低木層 0  － 15 ｸﾛﾏﾂ 70 ｱﾗｶｼ植栽木,
ﾊｾﾞﾉｷ

浜田市三隅町湊浦 ① 低木層 0  － 0  － 20 ﾄﾍﾞﾗ

浜田市三隅町湊浦 ② 低木層 0  － 0  － 10 ﾄﾍﾞﾗ

浜田市三隅町湊浦 ③ 低木層 0  － 2 ﾆｾｱｶｼｱ 10 ﾏｻｷ

出雲市湖陵町差海 ① 亜高木層 0  － 25 ｴﾉｷ 30 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ

出雲市湖陵町差海 ② 低木層 5 ｸﾛﾏﾂ 5 ﾊｾﾞﾉｷ 10 ﾊｾﾞﾉｷ

出雲市湖陵町差海 ③ 亜高木層 0  － 15 ｴﾉｷ 20 ｴﾉｷ

出雲市大社町杵築西 ① 亜高木層 0  － 30 ﾆｾｱｶｼｱ 50 ﾆｾｱｶｼｱ

出雲市大社町杵築西 ② 低木層 0  － 30 ﾆｾｱｶｼｱ 30 ﾆｾｱｶｼｱ

出雲市大社町杵築西 ③ 低木層 0  － 10 ﾆｾｱｶｼｱ 30 ﾆｾｱｶｼｱ

出雲市大社町湊原 ① 高木層 50 ｸﾛﾏﾂ 5 ﾆｾｱｶｼｱ 10 ﾄﾍﾞﾗ

出雲市大社町湊原 ② 高木層 50 ｸﾛﾏﾂ 10 ﾆｾｱｶｼｱ 10 ﾆｾｱｶｼｱ

出雲市大社町湊原 ③ 高木層 70 ｸﾛﾏﾂ 0  － 15 ﾆｾｱｶｼｱ

(%)

植被率

(%)

植被率

(%)

高木層 亜高木層 低木層

率被植地査調
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研究課題名：森林の再生コスト削減の技術開発
担 当 部 署：農林技術部　森林保護育成グループ

担 当 者 名：岩田若奈・陶山大志・山中啓介

予 算 区 分：林業課依頼

研 究 期 間：平成 24 年度
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研究課題名：県産材を利用した中大スパンに対応する梁トラスの開発
担 当 部 署 :農林技術部　木材利用グループ

担 当 者 名 :後藤崇志・中山茂生

予 算 区 分 :県単（シーズ蓄積型試験研究課題）

研 究 期 間 :平成 24 年度

－ ��－



－ ��－



研究課題名：スギ水気耕造林木材質調査
担 当 部 署 :農林技術部　木材利用グループ・森林保護育成グループ

担 当 者 名 :中山茂生・岩田若奈・山中啓介

予 算 区 分 :林業課依頼

研 究 期 間 :平成 24 年度
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研究課題名：自然エネルギーを利用した木材乾燥技術の開発
担 当 部 署 :農林技術部　木材利用グループ

担 当 者 名 :石橋正樹・中山茂生

予 算 区 分 :県単

研 究 期 間 :平成 24 ～ 26 年度
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センターの動き
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